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表１　文久2年の仕入れ状況	 	 	 	













































干鰯 （（（ （,（（（ （
〆粕 （（（ （（,（（（ （（（,（（（ （（.（
鯡粕 （（,（（（ （0（,（（（ （（.（
羽鯡 （,（（（ （（,（（（ （.（
鱒粕 （0（ （,（（（ 0.（
白子 （（ （,0（0 0.（
数子 （,（（（ （,（（（ 0.（
玉粕




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































所属 屋号・名前 安政（年 万延元年 文久元年俵数 代銀（匁） 俵数 代銀（匁） 俵数 代銀（匁）
銚子場組 和泉屋三郎兵衛 （（（ （0,（（（ （0（（ （0,（（（ （（（ （（,（（（十一屋藤蔵 （（（ （（,（（（ （（0 （,0（（
元場組 喜多村富之助 （（0 （（,（（（ （（（ （（,0（（ （（（（ （（,（（（
東浦賀 宮原屋治兵衛 （（（ （,（（（宮原屋与右衛門 （（（ （,（（（














































































































































































































































































































































































































































































































本場前寒引 （（ （.（（ （0.（ -0.（（ （.（ （（（ 西田市蔵
本場前寒引 （（ （.（（ （0.（ -（.（（ （.（ （（0 西田市蔵
本場前寒引 （（ （.（（ （.（ 0.（（ （.（ （（（ 西田市蔵
本場前寒引 （（ （0.（（ （.（ （.（（ （.（ （（（ 西田市蔵
本場前寒引 （（ （.（（ （.（ -0.（（ （.（ （（（ 西田市蔵
本場前寒引 （（ （.（（ （.（ 0.0（ （.（ （（（ 西田市蔵
小計 （（ （（.（（ （（.（ 0.0（ （,（（（
（月（日
本場前寒引 （（ （.（（ （.（ -0.（（ （ （（（ 大津屋源太郎
本場前寒引 （ （.（（ （.（ 0.0（ （.（ （（（ 大津屋源太郎
本場前寒引 （0 （0.（（ （0.（ -0.（（ （.（ （（（ 大津屋源太郎
本場前寒引 （（ （0.0（ （.（ 0.（（ （.（ （（（ 大津屋源太郎
本場前寒引 （（ （.（（ （.（ -0.（（ （.（ （（（ 大津屋源太郎
本場前寒引 （（ （.（（ （.（ 0.（（ （.（ （（（ 大津屋源太郎































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































分類 品目 安政（年 安政（年 安政（年 万延元年
干鰯
干鰯 （（ （,（（（ （,（（（ （,（（0
関東 （,（（（ （,（（（ （（,（（（ （（,（（（
蝦夷地・日本海 （,（（（
佐伯 （（（ （（（
その他 （,（（（ （（（ （,（（（
小計 （,0（（ （（,（（（ （0,（（（ （（,（（（
〆粕
鰯粕 （（,（（0 （（,（（（ （（0 （（,0（（
関東 （,（（（ （,（（（ （,（（（ （,（（（
蝦夷地・日本海 （,（（（ （（（ （（,0（（ （0,（（（
佐伯 （,（（（ （,（（（ （（（
その他 （,（（（ （,0（0 （,（（（ （,（（（
小計 （（,（（（ （（,（（（ （0,（（（ （0（,（（（
鯡粕等
鯡粕 （（（,0（（ （（（,（（（ （（,（（0 （（（,（（（
羽鯡 （0,（（（ （（,（（（ （,（（0 （,（（（
数子 （,（00 （,（（（ （,（00
鱒粕 （（,（（（
その他 （,（（0 （,（（（ （（（
小計 （（（,（（（ （（0,（（（ （（,（（（ （（（,（（（
その他 その他 （（,（（（ （（,（（（ （0,（（（ （0（,（（（
合計 （（（,（（（ （（（,（（（ （（（,0（（ （0（,（（（
構成比率
干鰯 （.0 （.（ （（.（ （（.（
〆粕 （0.（ （（.（ （.（ （（.0
鯡・鱒 （0.0 （（.（ （（.（ （（.（
その他 （（.（ （（.（ （（.（ （0.（
合計 （00.0 （00.0 （00.0 （00.0
出典： 井上円了記念博物館所管・近江屋市兵衛家文書、（（、（（、（（番。各年度の「干
鰯売日記』。大阪大学経済史経営史資料室所管・田中市兵衛家文書、安政（年正






























































































































































































































































































































































































































































































































































地域 区分 安政（年 安政（年 安政（年 万延元年
大坂
干鰯屋 （（,（0（ （0（,（（（ （（0,（（0 （（0,（（（
市中 （（（ （（（
東成・西成 （（,（0（ （（,（（（ （0,（0（ （（,（（（
小計 （（,（0（ （（（,（（（ （（（,（（（ （（（,（（（
大坂周辺
摂津 （（,（（（ （,0（（ （（,（（（ （,（（（
河内 （,（（0 （（（ （（（
和泉 （（（,（（（ （（（,（（0 （（,（（（ （（（,（（（
小計 （（（,（（（ （（（,（（（ （（,（（（ （（（,（（（
その他・不明 （,（（（ （,（（（ （,0（（ （0（,（（（
合計 （（（,（（（ （（（,（（（ （（（,0（（ （0（,（（（
構成比率
（％）
大坂 （（.（ （（.（ （（.（ （（.（
大坂周辺 （（ （（.（ （（.（ （（.（
その他・不明 （.（ 0.（ （.（ （（.（
合計 （00.（ （（.（ （00.（ （00
出典：表４に同じ。    
一
二
四
買
付
帳
に
出
て
こ
な
い
紀
州
な
ど
の
商
人
が
中
継
し
た
も
の
を
買
い
付
け
た
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
時
期
ま
だ
紀
州
と
の
取
り
引
き
は
開
け
て
い
な
い
し
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
干
鰯
買
日
記
で
は
、
靫
の
干
鰯
屋
か
ら
は
干
鰯
二
八
九
俵
の
買
い
付
け
し
か
し
て
い
な
い
（
表
１
）。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
干
鰯
買
日
記
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
  
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
比
べ
て
倍
以
上
の
売
り
上
げ
高
に
な
っ
て
い
る
。
蝦
夷
地
産
の
鯡
粕
に
つ
い
て
見
る
と
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
が
一
万
三
六
五
〇
貫
余
に
た
い
し
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
四
万
四
八
七
八
貫
余
と
な
り
実
際
の
販
売
重
量
が
三
・
二
八
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
価
格
が
上
昇
し
た
の
で
は
な
く
、
実
態
量
が
増
加
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
な
か
で
〆
粕
の
増
加
と
鯡
系
魚
肥
の
増
加
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
〆
粕
で
は
蝦
夷
地
・
日
本
海
産
が
中
心
で
、
関
東
産
〆
粕
の
比
重
は
わ
ず
か
し
か
な
い
し
、
そ
れ
も
減
少
し
て
い
る
。
表
２
の
買
付
帳
で
は
江
戸
問
屋
か
ら
仕
入
れ
る
も
の
に
は
、
す
べ
て
干
鰯
で
〆
粕
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
関
東
物
の
〆
粕
は
俵
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ほ
か
の
干
鰯
屋
が
仕
入
れ
た
も
の
を
買
い
付
け
て
販
売
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
鯡
粕
の
増
加
が
大
き
く
全
体
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
販
売
先
に
つ
い
て
表
５
に
示
し
た
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
大
坂
周
辺
地
域
が
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
他
を
圧
倒
す
る
高
い
比
重
を
占
め
た
。
と
く
に
和
泉
が
そ
の
中
心
で
、
全
体
の
七
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
買
い
手
は
和
泉
大
津
の
和
泉
屋
久
三
郎
、
岸
和
田
の
鱧
屋
甚
兵
衛
、
又
野
平
助
、
貝
塚
の
布
屋
清
兵
衛
、
沼
島
屋
助
治
郎
、
松
屋
平
兵
衛
、
湊
屋
武
兵
衛
、
布
屋
七
郎
右
衛
門
、
松
屋
嘉
兵
衛
な
ど
で
あ
る）11
（
。
そ
の
後
、
和
泉
の
比
重
は
低
下
す
る
も
の
の
、
当
初
は
大
坂
湾
岸
の
泉
州
の
肥
料
商
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
津
・
岸
和
田
・
貝
塚
の
肥
料
商
と
の
取
り
引
き
は
天
保
期
で
は
目
立
つ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た）11
（
。
再
興
期
に
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
買
い
付
け
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
で
は
、
泉
州
以
外
は
靫
の
干
鰯
屋
に
販
売
す
る
こ
と
も
余
り
な
く
、
大
坂
地
続
き
の
東
成
・
西
成
郡
な
ど
の
農
民
を
中
心
に
、
摂
河
泉
の
在
村
に
販
売
し
た
よ
う
で
あ
る
。
東
成
・
西
成
郡
で
は
、
靫
に
も
近
い
市
岡
新
田
の
農
民
へ
の
販
売
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
肥
料
小
売
商
と
考
え
ら
れ
る
の
は
一
名
だ
け
で
、
直
接
消
一
二
五
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
二
）
費
者
農
民
が
多
数
買
い
に
き
て
い
る
。
在
村
肥
料
商
は
摂
津
池
田
と
今
津
の
肥
料
商
が
買
い
付
け
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
っ
た
。
な
お
そ
の
他
に
、阿
波
国
板
野
郡
佐
藤
塚
村
の
農
民
へ
の
販
売
が
あ
っ
た
が
、こ
れ
が
最
後
で
天
保
期
の
よ
う
な
発
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
天
保
期
に
見
ら
れ
た
尼
崎
と
そ
の
周
辺
へ
の
販
売
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た）11
（
。
  
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
な
る
と
、
靫
の
干
鰯
屋
へ
の
販
売
が
倍
増
し
、
和
泉
の
港
町
の
肥
料
商
と
の
取
り
引
き
が
減
少
し
た
。
和
泉
の
肥
料
商
の
取
り
引
き
の
減
少
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
は
、
江
戸
・
浦
賀
問
屋
と
の
取
り
引
き
は
再
開
さ
れ
た
が
、
取
引
量
全
体
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。
関
東
干
鰯
の
販
売
で
は
確
認
で
き
る
一
八
七
三
俵
の
内
、
八
六
五
俵
が
靫
の
干
鰯
屋
に
販
売
さ
れ
、
ほ
か
は
そ
れ
以
外
に
売
ら
れ
た
が
、
主
な
販
売
先
は
尼
崎
油
屋
長
兵
衛
（
三
四
八
俵
）、
岸
和
田
の
鱧
屋
甚
兵
衛
、
布
屋
清
兵
衛
、
薩
摩
屋
伊
兵
衛
（
合
計
三
二
六
俵
）
と
な
っ
て
お
り
、
一
一
九
一
俵
が
大
口
の
小
売
商
と
の
取
り
引
き
と
な
っ
て
い
た
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
鯡
粕
の
減
少
は
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
た
よ
う
で
、
前
後
の
大
坂
市
場
の
鯡
粕
の
一
〇
貫
目
当
た
り
平
均
価
格
と
近
江
屋
の
販
売
平
均
価
格
を
比
較
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
年
代　
　
　
　
大
坂
価
格）11
（
　
　
　
　
近
江
屋
販
売
平
均
価
格
　
　
安
政
四
年　
　
　
　
三
六
・
四
二
匁　
　
　
　
三
六
・
四
二
匁
　
　
安
政
五
年
　
　
　
　
四
三
・
二
八
匁　
　
　
　
四
三
匁
　
　
安
政
六
年　
　
　
　
四
七
・
一
五
匁　
　
　
　
五
〇
・
二
匁
　
　
万
延
元
年　
　
　
　
四
四
・
二
五
匁　
　
　
　
四
〇
・
六
匁
安
政
五
、六
年
に
鯡
粕
価
格
は
高
騰
し
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
少
し
収
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
受
け
て
鯡
粕
販
売
が
低
迷
し
た
よ
う
で
あ
る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
幕
府
が
箱
館
物
産
会
所
を
設
置
し
て
、
松
前
物
の
一
手
取
り
さ
ば
き
を
行
い
始
め
た
こ
と
も
価
格
高
騰
の
原
因
で
あ
ろ
う）1（
（
。
関
東
干
鰯
の
仕
入
れ
も
そ
の
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
大
坂
価
格
と
近
江
屋
市
兵
一
二
六
衛
の
価
格
差
は
余
り
な
く
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
で
は
、
大
坂
着
価
格
の
方
が
高
い
と
い
う
逆
転
し
た
現
象
も
見
ら
れ
る
。
で
き
る
だ
け
安
価
な
魚
肥
を
仕
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
販
売
で
も
利
益
を
余
り
見
込
ま
な
い
で
、
販
売
量
の
拡
大
に
努
め
た
よ
う
で
あ
る
。
　
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
な
る
と
販
売
額
は
増
加
す
る
。
関
東
産
干
鰯
の
増
加
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
心
は
蝦
夷
地
産
の
〆
粕
や
鯡
粕
と
な
っ
て
い
る
。
価
格
を
抑
え
た
販
売
が
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
販
売
量
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）に
は
、そ
の
他
が
増
加
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
所
属
の
記
載
の
な
い
新
し
い
購
入
者
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
和
泉
屋
宇
吉
、
万
屋
栄
治
郎
、
錫
屋
正
太
郎
、
伝
法
屋
吉
兵
衛
、
木
原
屋
安
次
郎
、
近
（
近
江
屋
か
）
勘
四
郎
、
塩
屋
利
八
な
ど
で
あ
る
。
出
て
く
る
の
は
、
一
般
の
項
目
で
、
大
坂
干
鰯
屋
と
の
取
り
引
き
を
記
録
し
た
「
地
方
」
の
部
分
で
は
な
い
。
当
然
彼
ら
の
名
前
を
干
鰯
屋
の
な
か
に
確
認
で
き
ず
、
居
所
の
記
載
も
な
い
。
塩
屋
利
八
だ
け
は
紀
州
久
保
村
の
肥
料
商
と
確
認
で
き
る
が
ほ
か
は
不
明
で
あ
る）11
（
。
大
坂
市
中
の
商
人
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
　
　
ま
と
め
　
近
江
屋
市
兵
衛
の
再
興
期
の
経
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
市
兵
衛
家
は
天
保
末
年
に
当
主
の
死
去
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
姉
弟
が
本
家
長
兵
衛
家
に
引
き
取
ら
れ
、
商
売
は
中
絶
し
た
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
市
蔵
が
成
長
し
た
こ
と
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
。
再
興
の
当
主
市
蔵
が
市
兵
衛
を
襲
名
し
た
が
、
こ
の
三
代
目
市
兵
衛
が
明
治
に
な
っ
て
、
第
四
十
二
銀
行
の
経
営
に
成
功
し
て
、
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
に
な
る
田
中
市
兵
衛
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
田
中
市
兵
衛
の
慶
応
元
年
家
業
継
承
説
は
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
市
兵
衛
に
つ
い
て
、
丁
稚
上
が
り
の
苦
労
人
と
対
比
さ
れ
て
、
大
坂
干
鰯
屋
に
生
ま
れ
、「
先
祖
以
来
、
数
代
を
か
さ
ね
た
大
阪
は
え
ぬ
き
の
豪
商
で
あ
っ
て
」
と
恵
ま
れ
た
環
境
で
成
長
し
た
人
物
と
い
っ
た
受
け
止
め
方
を
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る）11
（
。
こ
れ
も
中
絶
・
再
興
の
事
情
を
考
一
二
七
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
二
）
え
る
と
、
陰
影
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
　
近
江
屋
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
再
興
さ
れ
た
が
、そ
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
し
か
干
鰯
買
日
記
が
残
っ
て
い
な
い
。
干
鰯
買
日
記
は
大
坂
で
の
魚
肥
の
購
入
記
録
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
〆
粕
・
鯡
粕
を
中
心
に
仕
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
仕
入
れ
先
は
松
前
問
屋
を
中
心
に
、
靫
の
干
鰯
商
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
か
ら
は
江
戸
・
浦
賀
問
屋
と
の
取
り
引
き
も
本
格
化
し
、
次
第
に
仕
入
れ
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
・
浦
賀
問
屋
か
ら
の
仕
入
れ
は
、
天
保
期
に
比
べ
る
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
が
、関
東
干
鰯
は
大
坂
自
体
に
入
荷
が
減
少
し
て
お
り
、そ
の
な
か
で
は
相
当
の
比
重
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
、
総
額
で
は
天
保
期
に
な
ら
ぶ
仕
入
れ
銀
高
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
間
の
魚
肥
価
格
の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
、
重
量
ベ
ー
ス
で
比
較
す
る
と
鯡
粕
で
半
分
程
度
の
回
復
で
あ
っ
た
。
　
い
っ
ぽ
う
販
売
に
つ
い
て
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
よ
り
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
ま
で
の
売
日
記
が
残
っ
て
お
り
、
再
興
直
後
の
様
子
が
わ
か
る
。
販
売
先
で
は
、
当
初
和
泉
大
津
・
岸
和
田
・
貝
塚
な
ど
和
泉
の
諸
港
町
の
肥
料
商
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
そ
の
後
、
緩
や
か
に
比
重
は
低
下
す
る
。
こ
れ
以
外
は
、
大
坂
の
干
鰯
屋
と
西
成
・
東
成
郡
の
大
坂
に
隣
接
す
る
地
域
の
農
民
を
中
心
に
し
た
販
売
で
あ
っ
た
。
天
保
期
に
は
見
ら
れ
た
摂
津
尼
崎
周
辺
の
肥
料
商
へ
の
販
売
は
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
。
安
政
五
、六
年
に
は
鯡
粕
価
格
の
高
騰
が
あ
り
、
販
売
量
も
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
が
関
東
干
鰯
の
仕
入
れ
に
乗
り
出
す
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
魚
肥
の
重
要
部
分
を
占
め
た
鯡
粕
の
大
坂
価
格
と
近
江
屋
の
販
売
価
格
を
比
較
す
る
と
、
時
に
は
逆
転
す
る
場
合
も
あ
り
、
利
幅
を
少
な
く
売
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
再
興
期
に
は
、
顧
客
の
獲
得
の
た
め
、
価
格
を
抑
え
て
販
売
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
注
（
（
） 
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
一
）（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』六
七
集
史
学
科
篇
三
九
号
、二
〇
一
四
年
）五
一
〜
七
六
頁
。
（
1
） 
以
下
、
文
書
は
基
本
的
に
は
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
所
管
・
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
に
よ
る
（
以
下
、
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
と
略
一
二
八
称
す
る
）。
な
お
一
部
、
大
阪
大
学
経
済
学
部
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
管
の
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
を
使
用
し
た
。
（
1
） 
大
阪
市
史
編
集
所
所
管
・
近
江
屋
田
中
家
文
書
、
九
八
一
、九
八
〇
番
。
以
下
、
近
江
屋
長
兵
衛
家
文
書
と
略
記
す
る
。
（
４
） 
近
江
屋
長
兵
衛
家
文
書
、
九
七
九
番
。
（
1
） 
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
仲
間
と
近
江
屋
長
兵
衛
」（『
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
一
五
号
、
二
〇
一
三
年
）
図
１
近
江
屋
長
兵
衛
家
略
系
図
。
（
1
） 
近
江
屋
長
兵
衛
家
文
書
九
八
四
─
二
番
。
（
1
） 
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
仲
間
と
近
江
屋
長
兵
衛
」（
前
掲
）
図
１
。
（
1
） 
近
江
屋
長
兵
衛
家
文
書
九
八
三
─
三
番
。
（
1
） 
例
え
ば
、
高
村
直
助
「
田
中
市
兵
衛
」（『
国
史
大
辞
典
』
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
は
田
中
市
兵
衛
の
生
年
を
天
保
九
年
九
月
六
日
と
す
る
。
天
保
九
年
生
ま
れ
は
、
諸
書
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
典
拠
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
著
名
に
な
っ
て
か
ら
市
兵
衛
の
残
し
た
記
録
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
（0
） 
近
江
屋
長
兵
衛
家
文
書
九
八
二
─
一
番
。
（
（（
） 
例
え
ば
、
宮
本
又
次
編
『
上
方
の
研
究
』
四
巻
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
）
六
一
五
〜
六
三
二
頁
、「
田
中
市
兵
衛
」
の
項
に
、
田
中
市
兵
衛
を
「
天
保
九
年
九
月
、田
中
八
郎
の
子
と
し
て
靫
に
う
ま
れ
、
明
治
元
年
に
父
祖
の
業
を
つ
い
で
商
売
を
は
じ
め
た
が
、
生
来
の
誠
実
さ
と
勤
勉
さ
と
を
も
っ
て
、
年
と
と
も
に
問
屋
間
の
信
頼
を
得
、
や
が
て
大
坂
だ
け
で
は
な
く
、
近
畿
一
円
に
わ
た
る
広
汎
な
る
地
域
ま
で
肥
料
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
（
（1
） 
国
文
学
研
究
資
料
館
、
祭
魚
洞
文
庫
、
大
阪
干
鰯
商
仲
間
記
録
、
文
久
元
年
「
記
録
名
前
帳
」（
六
三
番
）。
以
下
、
大
阪
干
鰯
商
仲
間
記
録
と
略
称
す
る
。
（
（1
） 
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
、
文
久
二
年
「
干
鰯
買
日
記
」（
四
一
番
）、
安
政
六
年
「
買
付
帳
」（
三
八
番
）。
（
（４
） 
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
一
）（
前
掲
）
表
１
。
（
（1
） 
松
前
問
屋
に
つ
い
て
は
、
原
直
史
「
松
前
問
屋
」
吉
田
伸
之
編
『
商
い
の
場
と
社
会
』
シ
リ
ー
ズ
近
世
の
身
分
的
周
縁
四
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
大
坂
干
鰯
屋
に
つ
い
て
は
、
大
阪
干
鰯
商
仲
間
記
録
、
文
久
元
年
「
記
録
名
前
帳
」（
六
三
番
）。
（
（1
） 
神
戸
市
教
育
委
員
会
編
『
兵
庫
岡
方
文
書
』
二
輯
一
巻
、
二
三
〇
〜
二
三
九
頁
。
（
（1
） 
神
戸
市
立
博
物
館
所
管
、
干
鰯
屋
仲
間
印
形
帳
の
明
治
三
年
「
戎
講
印
形
帳
」。
（
（1
） 
拙
稿
「
近
世
後
期
伊
勢
の
肥
料
と
農
業
経
営
」（『
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』　
一
七
号
、
二
〇
一
五
年
）。
（
（1
） 
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
仲
間
と
近
江
屋
長
兵
衛
」（『
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
一
五
号
、
二
〇
一
三
年
）、
表
２
。
（
11
） 
原
直
史
『
日
本
近
世
の
地
域
と
流
通
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
表
11
、
表
11
。
（
1（
） 
原
直
史
『
日
本
近
世
の
地
域
と
流
通
』（
前
掲
）
表
（（
、
表
（（
。
大
坂
の
出
店
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
長
兵
衛
と
地
域
市
場
」
一
二
九
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
二
）
（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
六
集
三
八
号
、
二
〇
一
三
）。
な
お
拙
稿
で
、「
秋
田
富
之
丞
」
印
文
「
北
新
場
」
と
あ
る
の
は
誤
読
で
、「
富
之
助
」「
北
新
堀
」
が
正
し
い
の
で
訂
正
し
て
お
く
。
（
11
） 
原
直
史
『
日
本
近
世
の
地
域
と
流
通
』（
前
掲
）
表
11
。
（
11
） 
横
須
賀
市
編
『
新
横
須
賀
市
史
』
資
料
編
、
近
世
（
一
）（
横
須
賀
市
、
二
〇
〇
七
年
）
四
二
九
〜
四
三
三
頁
。
（
1４
） 
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
一
）（
前
掲
）。
（
11
） 
国
文
学
研
究
資
料
館
、
祭
魚
洞
文
庫
、
大
阪
干
鰯
商
仲
間
記
録
、
文
久
元
年
「
記
録
名
前
帳
」（
六
三
番
）
で
は
、関
東
以
下
の
干
鰯
に
つ
い
て
、
「
壱
貫
目
違
」
は
「
軽
俵
戻
り
」
と
な
っ
て
い
て
、返
却
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
肥
料
商
の
帳
面
で
は
区
分
け
さ
れ
て
安
値
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、事
故
俵
を
安
値
で
引
き
取
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
（
11
） 
安
政
六
年
の
売
日
記
は
、
大
阪
大
学
経
済
学
部
経
済
史
経
営
史
資
料
室
所
管
の
田
中
家
文
書
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
西
聡
『
近
世
・
近
代
日
本
の
市
場
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
一
四
四
頁
、
表
（
─
（1
に
分
析
が
あ
る
。
た
だ
中
西
の
分
析
で
は
東
洋
大
学
井
上
円
了
博
物
館
所
管
近
江
屋
市
兵
衛
家
文
書
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
し
、
市
兵
衛
家
の
再
興
も
把
握
し
て
い
な
い
の
で
十
分
で
は
な
い
。
（
11
） 
岡
田
光
代
「
幕
末
維
新
期
泉
南
地
域
の
肥
料
流
通
」
付
表
（
石
井
寛
治
・
中
西
聡
編
『
産
業
化
と
商
家
経
営
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）。
（
11
） 
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
一
）（
前
掲
）。
（
11
） 
拙
稿
「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
」（
一
）（
前
掲
）。
（
11
） 
大
阪
水
産
物
流
通
史
研
究
会
編
『
資
料　
大
阪
水
産
物
流
通
史
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
一
年
）（
７
）
肥
物
価
格
表
に
よ
る
。
靫
の
干
鰯
屋
仲
間
は
毎
月
上
中
下
に
分
け
た
魚
肥
の
価
格
を
大
坂
町
奉
行
所
に
報
告
し
て
い
た
。
鯡
粕
を
扱
う
松
前
問
屋
も
こ
う
し
た
こ
と
は
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
資
料
が
基
に
な
っ
て
本
資
料
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
大
坂
価
格
は
靫
市
場
や
松
前
問
屋
の
卸
価
格
と
い
え
る
。
近
江
屋
は
主
と
し
て
こ
こ
か
ら
買
い
付
け
て
、
小
売
り
や
直
接
消
費
者
農
民
に
販
売
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
靫
の
市
場
価
格
に
利
益
分
を
上
乗
せ
し
て
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
価
格
差
が
余
り
な
か
っ
た
り
、逆
転
す
れ
ば
、利
益
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
（
1（
） 
宮
本
又
次
編
『
上
方
の
研
究
』
四
巻
（
前
掲
）
六
一
七
頁
。
（
11
） 
岡
田
光
代
「
幕
末
維
新
期
泉
南
地
域
の
肥
料
流
通
」
付
表
（
前
掲
）。
（
11
） 
田
中
市
兵
衛
に
つ
い
て
は
、宮
本
又
次
編
『
上
方
の
研
究
』
四
巻
（
前
掲
）
六
一
六
頁
。
付
記　
本
研
究
は
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
六
年
文
部
科
学
省
研
究
費
補
助
「
近
世
の
肥
料
商
と
農
業
経
営
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
、
大
阪
大
学
経
済
経
営
史
研
究
所
、
大
坂
市
史
編
集
所
以
下
の
方
々
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
す
。
